
線状降水帯の予測精度向上に向けた取組（観測・予測の強化）

成長
発生

積乱雲が次々に発生して連なり大雨が持続 線状降水帯

暖かく湿った風
（水蒸気を含む風）

「局地的大雨の監視の強化」
○二重偏波気象レーダーにより、正確な
雨量、積乱雲の発達過程を把握し、
局地的大雨の監視能力を強化

へんぱ

「洋上観測の強化」
○海洋気象観測船の代船建造、
船舶GNSS観測の拡充により、
線状降水帯上流の水蒸気観
測能力の強化

「大気下層の観測の強化」
○マイクロ波放射計、アメダス更新（湿
度観測を追加）、高層気象観測装
置の更新強化により、大気下層の水
蒸気観測能力の強化

観測の強化

さらに発達した
積乱雲積乱雲

水蒸気量等の観測データ

予測の強化 「次世代スーパーコンピュータの整備等」

• 高度化した局地アンサンブル予報等の数値予報モデルに
よる予測精度向上等を早期に実現するためのスーパー
コンピュータシステムの整備

• 線状降水帯の機構解明のための、梅雨期の集中観測、
関連実験設備（風洞）の強化

• スーパーコンピュータ「富岳」を活用した予測技術の開発

「気象衛星観測の強化」
○極軌道気象衛星受信
装置、最新センサ活用に
係る技術開発

大量の予測計算を実施し、
これらの結果を分析すること
により、より確からしい予報
を提供

より細かく、高度な気象予測
を実施可能に

予測モデルの高解像度化 アンサンブル予報

スーパーコンピュータ「富岳」

「次期静止
気象衛星」

○令和５年に
整備着手
令和11年度に
運用開始予定

©RIKEN

線状降水帯は、現状の観測・予測技術では、正確な予測が困難なため、水蒸気観測等の強化、強化した気象庁
スーパーコンピュータや「富岳」を活用した予測技術の開発等を進め、速やかに防災気象情報の高度化に反映し、住民
の早期避難に資する情報を提供する。

気象庁スーパー
コンピュータシステム
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線状降水帯の予測精度向上に向けた取組（情報の改善）

国民ひとりひとりに危機感を伝え、防災対応につなげていく

「明るいうちから早めの避難」 ･･･ 段階的に対象地域を狭めていく

「迫りくる危険から直ちに避難」 ･･･ 段階的に情報の発表を早めていく

令和11(2029)年～

市町村単位で危険度の把
握が可能な危険度分布形
式の情報を半日前から提供

令和８(2026)年～

2～3時間前を目標に
発表

令和５(2023)年～

最大30分程度前倒しして発表
(令和5年5月25日提供開始)

※具体的な情報発信のあり方や避難計画等への活用方法について、情報の精度を踏まえつつ有識者等の意見を踏まえ検討

令和４(2022)年～

広域で半日前から予測
(令和4年6月提供開始)

線状降水帯の雨域
を楕円で表示

令和３(2021)年
線状降水帯の発生を
お知らせする情報

(令和3年6月提供開始)

イメージ

線状降水帯の雨域を表示

次期静止
気象衛星
令和11年度
運用開始予定

今年度の新たな運用

線状降水帯による大雨の可能性をお伝え

観測の強化、予測の強化の取組の結果を順次反映することで、令和４年度より、線状降水帯による大雨の可能性の
半日程度前からの呼びかけを開始し、令和５年度より、「顕著な大雨に関する気象情報」（線状降水帯の発生をお
知らせする情報）をこれまでより最大30分程度前倒しして発表する運用を開始。今後も、段階的に予測精度を向上。

２

○○県では、△日未明から明け
方にかけて線状降水帯が発生し、
大雨となるおそれがあります。

令和６(2024)年～

府県単位で半日前から予測

イメージ
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